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ま　え　が　き

東日本大震災以降，東北大学は被災地の中心大学として

の責務を果たすことが強く求められた．この1年間の東北

大学の活動は，地域の被災者，さらには国民全体の期待に

充分応えるものであったのか．本稿では，発災直後から現

在に至るまでの東北大学の取組みについて，一大学教員と

しての筆者の経験をまじえながら紹介する．

発災直後の東北大学

筆者は3.11の当日，仙台市内のホテルで講演会に出席して

いた．床・天井が落ちるかと思われるほどの揺れに襲われ，

講演会は中止．ホテルの前で解散となった．参加者の中に

は石巻方面に帰宅途中に津波に襲われた方もおられる．

東北大学も大きな被害を受けた．建物と設備の被害額だ

けで800億円．理工系が集中する青葉山キャンパスは，周

期1秒程度の地震動成分が増幅され被害甚大となった．筆

者の所属する工学部電気情報系の主要ビルは現在も立ち入

り禁止である．同様のビルは全学で28棟にのぼる．

3月末の転換点

筆者は総長特任補佐として，3.11当日から災害対策本部

に詰めることになった．表1は本部の議論をまとめたもの

である．職員の安否確認に2週間，学生の安否確認に3週間

もの時間を要した．工学部の被災により事務機能が失われ，

安否確認に膨大な労力を費やした．きわめて残念ながら全

学で学部学生2名，入学予定者1名の死亡が確認された．

留学生・外国人教職員の動向も印象的であった．震災時

の留学生約1,500名のうち，ほぼ1,200名が海外退避したと

推定される．他にも問題が噴出し，3月は急な坂を転げ落

ちるような印象であった．しかし3月末に学生の安否確認

が一段落すると，雰囲気が一転した．学事予定の決定（5月

開講），学生ボランティアの開始，電力の復旧，災害復興

新生研究機構の提案など，前向きな雰囲気となって，4月

25日に総長による東北大学始動宣言となった．

東北大学災害復興新生研究機構

私は宮城県の出身であるが，以前から東北大学の地域貢

献が不充分と感じていた．今後は復興のための地域貢献を

本気で考えるべきと訴え，総長室を中心として災害復興新

生研究機構を提案した．教職員の自発的な復興活動の支援

が目的である．このような活動は4月の調査時点ですでに

100を超え，「復興アクション100」と呼ぶことにした．

現在の機構の主要プロジェクトを図1に示す．復興アク

ション100を母体として，7つの主要テーマが浮かび上がっ

てきた．政府への予算要求の準備の過程で組織化されてき

た項目もある．大きな国費が投じられる予定であり，大学

の責任は重い．2012年4月からは，震災時に病院長として

奮闘された里見次期総長による新体制がスタートする．い

よいよ地域貢献を確実なものにしなければならない．

法歯学との運命的な出会い

会誌2011年12月号の「ふぉーかす」でもご紹介したが，私

たちは2011年4月末から宮城県警・歯科医師会と連携し，い

わゆる「歯型」による犠牲者の身元確認作業にあたっている．

宮城県では2012年1月17日時点で9,506体（全国計15,844体）も

の遺体が発見されている．多数の遺体と行方不明者との照

合のために情報技術が不可欠であった．私たちは図2に示す

身元確認ワークフローの構築と歯科情報照合ソフトウェア

の開発・運用を行っている．

実は，私は震災以前から，歯科X線画像の自動照合の研

究をきっかけとして「法歯学」の領域に足を踏み入れていた．

検視警察医の小菅栄子氏と共同で，大災害の犠牲者の身元

確認のためにITの活用が不可欠であることを訴えてきた．

しかし，まさか自分の生まれ故郷の宮城県石巻市が被災す

るとは思わなかった．私のような工学系の人間が偶然にも

法歯学を学び，故郷で実践するということがあり得るのだ

ろうか．見えない運命の力を感じる1年であった．
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地域企業とともに先端研究開発へ

復興関連の取組みをもう一つご紹介したい．現在，大学

を訪れる大手企業との共同研究に，地域企業を参画させて

強力な研究チームを結成する取組みにチャレンジしている．

仙台市の支援により2010年から産学官連携拠点IIS研究セン

ターを立ち上げた（初代センター長は本会会長の内田龍男

先生）．4人の特任教授が活動している．私たちの専門であ

るマシンビジョンを中心として，見守りシステム，運転支

援システム，生体認証，医用画像解析，次世代ディスプレ

イなど実績が多岐にわたる．会員の皆様も，ぜひ一度，東

北に足を運んでいただき，ご支援いただければ幸いである．

最後に，このたびの震災により被害を受けられた皆様に，

心からお見舞い申し上げます． （2012年1月19日受付）
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【第1週】3/13～3/19
4回

事故状況・放射線計測（4）

施設設備被害と復旧（4）
建物応急危険度判定（3）
施設復旧スケジュール（1）
研究現場の復旧（1）

学生安否確認（4）
留学生動向（4）
教職員安否確認（4）
職務専念義務免除（3）
職員宿舎（2）

入学試験・入学手続き（4）
学位記授与（3）
入学式・ガイダンス（3）
学生向け寄宿舎・住居（3）
保健管理・学生相談（2）

救援物資（4）
震災寄付金（2）
他大学・機関の支援（2）
ガソリン確保（2）
応援要員受け入れ（1）

ホームページ（4）
病院・医学・歯学（2）
図書館の状況（2）
植物園の状況（2）
不審メール対策（2）

3月
14 学位記授与式中止
15 総長メッセージ①
15 緊急ホームページ
16 後期個別試験中止
17 応急危険度判定完了
17 全学入学式の中止
18 放射線計測公表
19 総長メッセージ②

【第2週】3/20～3/26
4回

事故状況・放射線計測（3）

施設設備被害と復旧（4）
研究現場の復旧（4）
研究スペースの確保（4）
物品の被害（2）

学生安否確認（4）
教職員安否確認（4）
出勤困難・帰国問題（3）
教職員の被災状況（3）
留学生動向（3）
職務専念義務免除（2）

入学試験・入学手続き（4）
保健管理・学生相談（4）
入学料・授業料免除（2）
学生緊急経済支援（2）
学事予定・学年歴（2）
学生ボランティア支援（2）

救援物資（4）
震災寄付金（3）
他大学・機関の支援（2）

ホームページ（4）
政府・自治体等対応（4）
図書館の状況（4）
病院・医学・歯学（1）
キャンパス移転（1）

3月
24 職員安否確認完了
24 学生緊急経済支援
25 総長メッセージ③
25 後期試験合格発表

【第3週】3/27～4/2
5回

事故状況・放射線計測（5）

施設設備被害と復旧（5）
研究現場の復旧（4）
物品の被害（3）
研究スペースの確保（2）

出勤困難・帰国問題（5）
教職員の被災状況（5）
外国人研究者動向（5）
留学生動向（4）
学生安否確認（3）
学生の被災状況（3）

学事予定・学年歴（5）
学生向け寄宿舎・住居（5）
入学式・ガイダンス（4）
学位記授与（2）
入学試験・入学手続き（2）
学生ボランティア支援（2）

他大学・機関の支援（4）
応援要員受け入れ（2）
救援物資（2）
震災寄付金（1）

ホームページ（5）
政府・自治体等対応（5）
風評対策（4）
病院・医学・歯学（2）
キャンパス移転（1）

3月
27 前期入学手続き締切
28 留学生安否確認完了
30 学生安否確認完了

【第4週】4/3～4/9
5回

事故状況・放射線計測（5）

施設設備被害と復旧（4）
物品の被害（1）

学生の被災状況（4）
留学生動向（4）
教職員の被災状況（3）
外国人研究者動向（2）

学生ボランティア支援（4）
大学バス運行（2）
入学式・ガイダンス（1）
学事予定・学年歴（1）
学生向け寄宿舎・住居（1）
奨学金（1）

震災寄付金（3）
応援要員受け入れ（2）

政府・自治体等対応（4）
ホームページ（2）
風評対策（2）
災害復興新生研究（2）
病院・医学・歯学（2）

4月
4 学年歴決定
4 電気復旧完了
4 災害復興新生研究機構 
5 学生ボランティア支援HP
6 山元町ボランティア開始
7 強い余震（M7.1）
8 後期入学手続き締切

【第5週】4/10～4/16
5回

事故状況・放射線計測（5）

施設設備被害と復旧（4）

学生の被災状況（5）
留学生動向（5）
外国人研究者動向（2）
教職員の被災状況（1）
共済組合の支援制度（1）

震災寄付金（5）

政府・自治体等対応（5）
節電対策（2）
図書館の状況（1）

4月
13 水道復旧完了
13 学生のけが等確認完了

【第6週】4/17～4/23
3回

事故状況・放射線計測（3）

施設設備被害と復旧（3）
研究現場の復旧（1）
研究スペースの確保（1）
物品の被害（1）

学生の被災状況（3）
留学生動向（3）
出勤困難・帰国問題（1）
教職員の被災状況（1）
外国人研究者動向（1）

学位記授与（1）
入学式・ガイダンス（1）
学事予定・学年歴（1）
学生ボランティア支援（1）

震災寄付金（3）
他大学・機関の支援（1）

政府・自治体等対応（3）
災害復興新生研究（1）
病院・医学・歯学（1）
図書館の状況（1）

表1 東北大学災害対策本部の会議で3月11日～4月25日の期間に議論された項目（括弧内の数字は議題に取り上げられた回数）

図2 宮城県における大震災犠牲者の身元確認ワークフロー

図1 東北大学災害復興新生研究機構のプロジェクト
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